



























































































































































































































　 ( 特別寄稿　地域教育雑感 )　佐藤利夫　
　 (『佐渡近現代史人名辞典』稿本 (2）)　石瀬佳弘　
　 ( 間山・庄右衛門町から大工町界隈 (3) ～間山から庄右衛門町・金銀山ロードの住人たち～ )　小林祐玄　
　 ( 昭和三十年代の高千・入川集落の群れ遊びマップ )　仲田善夫　
　 (「ドウヨマツリ・コドモオンデコ」)　山川辰也　
　 ( 佐渡教会をめぐる人びと－佐渡プロテスタント伝道の百年－（その４）)　渡辺信吾　
　 ( 佐渡の山々　初めに )　竹村博道　
　 ( 佐渡徳和の政治家、野澤卯市の年譜と卯市文書リスト )　風間進　
　 ( 豊かな感性と実践力を育てる環境教育～新穂の空に再びトキを～ )　行谷小学校　
　 ( 輝け！世界の宝　佐渡金銀山　～「ふるさと相川」に生まれたことに自信と誇りをもち　たくましく生きる子供の
　　育成 )　相川小学校　
　 ( 伝統文化を、なぜ学習するか～「小倉子ども鬼太鼓」継承活動の取組から～ )　小倉小学校　




























○『はざ木』第48号 ( 三代目宮田藍堂　象堂を語る　所収）　（棒　賢一）　 ( 財 )美術育成財団　雪梁舎
○『はざ木』第48号 ( 佐々木象堂展　蝋型鋳金の歴史　所収）　(財 )美術育成財団　雪梁舎　
○『てんとう虫』513号（７＋８号）　（佐渡　知られざる原生林を踏む　所収）
　文：新井由己　写真：柳生雄弐　株式会社アダック
○『1194』夏号（通巻117号）　（Watching My City　佐渡市　所収）
　桑原房義　三菱電機ビルテクノサービス株式会社
○『越後山岳』第11号　（佐渡山岳会沿革史と佐渡の山　所収）　藤井与嗣明　(社 )日本山岳会越後支部
○『DEN』通巻第１号　（乙和池の浮島、原生林の巨大杉、海藻の森　所収）　DEN発行委員会　DEN発行委員会
○『上州路』第393号　（34巻 2号）（越後・佐渡の亀田鵬齋　所収）　岡村哲琴　あさお社
○『高志路』第364号　（佐渡の野生トキ棲息と雑誌『民族』　所収）　池田哲夫　新潟県民俗学会
○『月刊考古学ジャーナル』９月号　№562　（佐渡金銀山　所収）　小菅徹也　ニューサイエンス社
○『週刊人間国宝　67［工芸技術・陶芸11］三浦小平二・五代伊藤赤水　朝日新聞社　　
○『佐渡世界遺産シンポジウム　日本の近代化を支えた佐渡鉱山』（リーフレット）
　新潟県、新潟県教育委員会、佐渡市、佐渡市教育委員会　　
　（世界の産業遺産と佐渡の未来）　スチュアート・スミス　　
　（近世の佐渡鉱山の特徴　所収）　鈴木一義　　
　（明治以降の近代化の歴史　所収）　永松武彦　　
　（近代化遺産を活かし伝える－佐渡鉱山を考えるにあたって－　所収」　木村　勉
　（世界遺産条約と産業遺産　所収）　稲葉信子　　
　佐渡鉱山近代化遺産について－1－（大立・高任地区）　　　
　佐渡鉱山近代化遺産について－2－（間ノ山地区）　　　
　佐渡鉱山近代化遺産について－3－（北沢・大間地区）　　　
○『能楽連盟報』第84号　（『壇風』と阿新丸伝説　所収）　（齊藤敏一）　新潟県能楽連盟
○『新潟文化』第三号　（「佐渡金山」支えた汗と涙の明暗史　所収）　訪ねる人：関田雅弘、迎える人：古藤宗雄
　新潟日報社情報文化センター情報文化部
○『佐渡国分寺資料展』（パンフレット）
　佐渡市教育委員会世界遺産・文化振興課　佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　
○『中世史・考古学情報』第6号～ 2006年度北陸・東海・近畿版～　伊勢中世史研究会　伊勢中世史研究会　
　（新潟県の動向）　　　
　（２　発掘調査の動向　・上相川遺蹟　所収）　小田由美子　　
○『民具研究』特別号　日本民具学会30周年記念　（漁撈と船　所収）　（池田哲夫）　日本民具学会
○『佐渡伝統文化研究所だより』創刊号　佐渡伝統文化研究所　佐渡伝統文化研究所　
　 (「刊行のことば」）　（石瀬佳弘）　　
　 (「平成19年度上半期事業について」）　　　
　（「【資料紹介】相川地区　瑞仙寺所蔵の涅槃図」）　　　
　（伝文研ホームページの活用について）　　
　（天領ゼミナールの報告及び記録集発刊のお知らせ）　　
　（「佐渡伝統文化研究所からのお願い－歴史資料の保存にご協力願います－」）　　
　 (「歴史資料を寄贈していただき大変ありがとうございました」）　　
　（「編集後記」）　　
○『白山丸友の会だより』vol.3　白山丸友の会　白山丸友の会
